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Ⅰ．はじめに
　「看護職員就業状況実態調査結果」（厚生労働省，
2011）から、看護師の初年度就業率は96.0％であるが、
35歳になると84.4％に低下し、55歳なるまでは、80％
を維持し続けていることが解る。また、就業場所をみ
ると最初の就職先は病院が87.4％であり、35歳以上に
なると病院の就業率は50％まで低下し、外来や診療所、
福祉施設で働く看護職が増加する。中期キャリアに差
し掛かる30～35歳の女性看護職は出産育児のために一

旦離職を経験し、育児の手の空く35歳以降から再就職
へと転じることも明らかにされている。その上、35歳
以降の再就職者の雇用形態は39歳未満では「正規職員」
が最も多いが、40～44歳では勤務時間の調整がつきや
すい「パート、アルバイト」に勤務形態が変化し、45
歳になると再び収入の安定する「正規職員」になるこ
とを希望すると報告されている。
　中期キャリア期にある看護師は、他の組織に移動す
ることや同一組織で部署の移動、女性のライフサイク
ル上生じるイベントによる離職などを経験しながら
も、職業上の節目の選択の意味づけを行いながら職業
継続していると考えられる。一方、看護の質保障には
中期キャリア看護師の存在は重要であり、継続して勤
務する中期キャリア看護師のキャリア開発は重要課題

病院に就業する中期キャリア女性看護師におけるトランジション状況

Transition Conditions in Mid-career Female Nurses Working in a Hospital

高　桑　優　子1）　　　青　木　きよ子2）

  TAKAKUWA Yuko AOKI Kiyoko 

要　旨
　目的　キャリア発達上危機的段階である「中期キャリア」の看護師のトランジションについて、
Meleisのトランジション理論の理論枠組みを参考に、中期キャリア女性看護師のトランジション状況
を明らかにする。
　方法　研究協力者は中期キャリアの女性病棟看護師18名であり、Meleisのトランジション理論の「ト
ランジション状況」について、半構造的面接をし、質的帰納的に分析した。
　結果　中期キャリア看護師のトランジション状況は【看護師として働く魅力、意味の確認】、【組織・
上司・他者からの要望・評価の認識】、【看護師としてのキャリア形成への努力】、【希望する職場で働
くための準備】、【変化を期待した職場の異動・離職】、【予測できない職場・家庭生活への困惑】、【体
力や気力が脅かされる懸念】、【ライフステージを考慮した調整】の8カテゴリーに抽出された。これ
らの抽出されたカテゴリーは、《個人》、《コミュニティ》、《ジェンダー》の単一のトランジション状況
だけでなく、複数のトランジションに関与している構造が示された。
　考察　中期キャリア看護師のトランジション状況はキャリア発達にポジティブとネガティブな存在
として関与し、次のトランジション段階へと進む促進要因・抑制要因となるといえた。

　　キーワード：�中期キャリア看護師、トランジション状況、キャリア発達
　　Keywords：Mid-careernurses,transitionconditions,careerdevelopment

1）順天堂大学大学院医療看護学研究科博士後期課程
 Doctor's Course, Graduate School of Health Care and Nursing, 

Juntendo University
2）順天堂大学大学院医療看護学研究科
 Graduate School of Health Care and Nursing, Juntendo University
　（May.8.2018　原稿受付）（Jul.24.2018　原稿受領）

研究報告
順天堂大学医療看護学部　医療看護研究22

P.8−20（2018）



順天堂大学医療看護学部　医療看護研究　第15巻１号（2018） 9

である（木戸，2015）ことが指摘されている。
　キャリア発達についてSchein（1978 二村ら訳
1991）は、キャリアサイクルの段階、組織におけるキ
ャリアとそれに関連する課題として30代後期から40代
初期は夢と現実との乖離に直面する。体の衰えの最初
の兆しに気づき加齢と妥協する時期で「30代後期ない
し40代初期にはほとんどの人がある種の『中年の』転
機ないし『危機』に直面する」と述べ、発達心理学の
分野では、35歳～45歳はキャリア発達において危機的
な時期であるとしている。また、トランジションとは、
移行・推移など、ある状態から別のある状態への変化
を示す言葉であり、キャリア発達の変化の中で、過渡
期や変遷期の意味を成す。
　Bridges（1980倉光訳2014）は、比較的安定した
ひとつの状態から別の比較的安定した状態へ人生行路
（ライフコース）が移行する過程を①何かが終わる時
期②混乱や苦悩の時期③新しい始まりの時期の３つの
側面があるとし、人生行路（ライフコース）における
転機、危機からの移行に関してトランジション理論か
ら論じている。
　看護学においては、Meleisが社会学の役割移行（role
transitions）を基盤としてトランジション理論を構築
している。この理論ではトランジションを、「ひとつ
のかなり安定した状態から次の安定した状態に移る
間の期間のことであり、ある人生の時期や状況、地
位、あるいはその他のものが推移すること」（Meleis
etal.,2000 ;Meleisetal.1985野嶋ら訳1986）と定義

している。このトランジション理論は、対象が経験す
るトランジションの本質として「トランジションのタ
イプとパターン」「トランジションの経験の特質」、ト
ランジションの進展に影響を与える要素である「トラ
ンジション状況」、トランジションの指標となる「進
捗指標」「結果指標」、健全なトランジションを導く「看
護療法」の6要素からなる理論的枠組により構成され
る（図1）。トランジションの過程は対象や状況によ
って様々な反応があり、支援の方法も異なり、特にト
ランジション状況はトランジションの過程を促進ある
いは阻害し、トランジションの結果に影響を与えると
している。
　我が国において、看護師にとってのキャリア開発を
検討する上で重要とされる中期キャリア看護師を対象
としたトランジションの研究は、中堅看護師の学びの
意思や状況（勝又，2008；林，2008；二宮，2009）、
認定看護師の進路決定（小林，2013）、認定看護師へ
の師長の関わり（加藤，2013）、正規看護職員からパ
ート看護職へのトランジションの様相（南谷，2011）
が存在する。しかし、発達的危機に遭遇しやすい中期
キャリア期にある女性看護職のトランジション状況を
各人の主観からその実態を明らかにした研究は見当た
らない。職業経験の質は看護師の経験の継続によって
高められる（高桑ら，2010）ことが明らかにされ、看
護師にとって自身のキャリア形成を継続することは、
看護の質へ貢献することを意味している。Benner
（2001井部訳2008）は、看護職においても経験や体
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験から技能を習熟し専門的技能が発達していくと、職
業看護師のキャリア形成の重要性について言及してい
る。そこで本研究では、病院に就業する中期キャリア
看護師に焦点をあて各人の捉えているトランジション
状況を把握しキャリア形成の支援上での示唆を得た
い。

Ⅱ．用語の定義
1．キャリアとは金井（2011）の定義を参考に、看護
職としてフルタイムで働き始めて以降、生活ないし
人生に繰り広げられる長期的な仕事生活における具
体的な職務・職種・職能での諸経験の連続と、節目
での選択が生み出していく回顧的意味づけと将来構
想・展望のパターンとする。

2．中期キャリア看護師とは、Schein（1978二村ら
訳1991）によるキャリア発達において危機的な時
期とされる35歳から45歳の看護師とする。

３．トランジションとは、Meleisetal.（2000）のト
ランジション理論を参考に看護職において比較的安
定したひとつの状態から別の比較的安定した状態へ
の道筋であり、変化が引き金となる過程をさし、あ
る人生の時期や状況、地位、あるいは職業生活の推
移とする。

4．トランジション状況とは、前述のトランジション
の進展に影響を与え、看護師として働くことの意味
や価値観および態度、社会経済的地位、次の段階に
移行するための準備性や知識、地域の状況、社会の
状況とする。

Ⅲ．目的　
　Meleisのトランジション理論の理論枠組みを参考
に、中期キャリア女性看護師のトランジション状況を
明らかにする。

Ⅳ．方法
1．研究デザイン
　質的記述的研究デザイン
2．研究協力者
　研究協力者は35歳～45歳の中期キャリアとして病棟
に勤務する正規職員の女性看護師（一旦離職またはパ
ートタイマーとして働いた経験のあるものも含む）に
機縁法で研究協力依頼をし、同意を得られた18名とし
た。

3．データの収集方法
　研究協力者には、フェイスシートにより、年齢、看
護職経験年数、職位、離職の有無、離職期間・婚姻状
況、子供の有無の調査をした。インタビュー調査では、
Meleisのトランジション理論のトランジションの進
展に影響を与える個人の状況（看護師として働くこと
の意味や価値観および態度、社会経済的地位、看護師
として働くための準備性や知識）、地域の状況、社会
の状況について、インタビューガイドを用い、看護職
の継続や辞職理由、転機の有無や、転機の状況、転機
に対する準備や知識、転機に対するコミュニティやサ
ポート状況、職業継続上の課題となることついて半構
造的面接を行った。
　データ収集期間は平成29年6月から9月であった。

4．分析方法
　収集したデータから逐語録を作成した。研究協力者
の語っているトランジション状況についての語りを、
言葉の内容の意味を損なわないように個別分析により
コード名をつけ、さらに全体分析によりコード同士を
見比べ、コード内容の類似点、相違点の比較をし、共
通性のある意味内容が類似したコードを集めてサブカ
テゴリーとした。さらにサブカテゴリーの意味内容を
抽出してカテゴリーを抽出しコード化しデータの縮約
をした。さらに、抽出されたカテゴリーを、トランジ
ションの進展に影響を与える《個人》、《地域》、《社会》
状況に分類・表示し、構造化した。なお、分析過程に
おいて質的研究を熟練した研究者よるスーパーバイズ
を受け信頼性および妥当性を高めた。

5．倫理的配慮
　本研究は、医療看護学研究科研究等倫理審査委員会
（順看倫第29−19号）の承認を得て実施した。研究協
力者の任意性と研究参加への自己決定の遵守、個人情
報の保護に留意して研究を進めた。研究目的、方法、
データ管理、研究協力の自由意志、研究協力の利益お
よび不利益、研究の成果の公表方法などを口頭と書面
で説明し、同意書に署名を得て実施した。面接調査で
は、答えたくないことは答えなくてよいこと、一度研
究参加に同意しても面接調査終了後1か月以内であれ
ば研究参加を辞退できること、途中辞退を希望する場
合の方法を説明した。面接調査は周囲にインタビュー
内容が聞こえない場所を確保し、身体面、精神面に負
担のないよう配慮し、インタビュー時間は60分以内と
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した。なお、インタビュー内容は、事前に承諾を得た
上で、ICレコーダーでの録音とメモによる記録を行
った。

Ⅴ．結果
1．研究協力者の概要　
　研究協力者は関東および中部地方の10施設の病棟に
勤務する正規職員の女性看護師18名で、平均年齢は
38.8歳（SD＝2.9）であった。正規職員看護師経験年
数は6年～20年で平均15.2年（SD＝3.3）であった。
職位・資格は師長2名、主任4名、認定看護師2名、
専門看護師1名、スタッフナース11名であった。離職
経験について「ある」ものが13名、「ない」ものが5
名であった。離職期間は「なし」～9年間で平均1.0
年間（SD＝2.2）であった。婚姻状況は「既婚」10名、
「未婚」8名、子供が「いる」もの8名、「いない」も
の10名であった（表1）。面接回数は全員一回、面接
平均時間は、52～89分で、平均68分（SD=10.1）であ
った。

2．病棟看護師として働く中期キャリア看護師のトラ
ンジション状況　

　データ分析の結果、病棟看護師として働く中期キャ
リア看護師のトランジション状況として90コード、25
サブカテゴリーと8カテゴリーが抽出された。ここで

はカテゴリーを【　】、サブカテゴリーを〔　〕、コー
ドを〈　〉と示す。この8カテゴリーは【看護師とし
て働く魅力、意味の確認】、【組織・上司・他者からの
要望・評価の認識】、【看護師としてのキャリア形成へ
の努力】、【希望する職場で働くための準備】、【変化を
期待した職場の異動・離職】、【予測できない職場・家
庭生活への困惑】、【体力や気力が脅かされる懸念】、【ラ
イフステージを考慮した調整】であった（表2）。
1）【看護師として働く魅力、意味の確認】
　このカテゴリーは、〔看護師で働くことの意義を再
確認する〕、〔看護師に戻れなくなる危機感を意識す
る〕、〔成果を出すために働く期間を決める〕の３サブ
カテゴリーによって構成された。
　〔看護師で働くことの意義を再確認する〕では離職
を経験することで看護師を続けていきたいと強く意識
する〈看護師に戻りたいという強い思い〉や病棟看護
師以外の仕事に興味を持ち離職した後、再び看護職が
自分に適職であると自覚する〈看護師以外の興味と同
時に看護師の良さを再確認する〉や看護のやりがいを
〈忙しくても充実感を味わえる〉と感じ、看護師で〈働
くことに本質的に意味がある〉と認識していた。
　また、〔看護師に戻れなくなる危機感を意識する〕で
は一旦離職すると高度な医療現場での就業が困難にな
るとの危機感を意識し、〈看護師として働くための勘を
取り戻す〉には今しかないという思いを抱いていた。

表1　研究協力者の背景

研究協力者 年齢 経験年数 職位 離職 離職期間 婚姻 子
Ａ 40歳代 15年 スタッフ 有 1年間 未 なし
Ｂ 40歳代 6年 スタッフ 有 9年間 既 有
Ｃ 40歳代 19年 主任 有 なし 未 なし
Ｄ 40歳代 12年 スタッフ 有 0.3年間 既 有
Ｅ 30歳代 16年 スタッフ なし なし 既 有
Ｆ 40歳代 18年 師長 有 なし 既 有
Ｇ 30歳代 13年 主任・CN なし なし 未 なし
Ｈ 30歳代 17年 スタッフ 有 1年間 既 なし
Ｉ 30歳代 11年 スタッフ 有 なし 未 なし
Ｊ 40歳代 18年 スタッフ・CN 有 なし 既 なし
Ｋ 30歳代 17年 主任 有 1年間 既 有
Ｌ 30歳代 15年 スタッフ なし なし 未 なし
Ｍ 30歳代 16年 スタッフ 有 1年間 未 なし
Ｎ 30歳代 13年 スタッフ なし なし 未 有
Ｏ 30歳代 17年 スタッフ 有 1.5年間 既 有
Ｐ 30歳代 13年 スタッフ 有 なし 既 有
Ｑ 40歳代 17年 主任・CNS 有 4年間 既 なし
Ｒ 40歳代 20年 師長 なし なし 未 なし

mean±SD 38.8±2.9歳 15.2±3.3年 1.0±2.2年間



高桑優子：病院に就業する中期キャリア女性看護師におけるトランジション状況12

　〔成果を出すために働く期間を決める〕では、〈働
く期間を決め離職をする〉ことでキャリアを内省する
時間を過ごすことや、一方で辛くとも数年は離職をせ
ずに仕事を継続し〈一定の時間で成果を出すことをめ
ざす〉ことで働く意味を見出していた。
　このカテゴリーは看護師として働く魅力、意味を確
認する内容の語りから抽出された。

2）【組織・上司・他者からの要望・評価の認識】
　このカテゴリーは、〔組織・上司の要望に応える〕、〔組
織・上司からの評価を得たい〕、〔組織における自己価値
を評価する〕の３サブカテゴリーによって構成された。
　〔組織・上司の要望に応える〕は、〈上司からの期
待に応じるため〉、〈異動や昇格について上司の助言に
従う〉ことで、〔組織・上司からの評価を得たい〕は、

表2　中期キャリア看護師のトランジション状況

カテゴリー サブカテゴリー コード名

看護師として働く魅力、意
味の確認

看護師で働くことの意義を再確認する

看護師に戻りたいという強い思い
看護師以外の興味と同時に看護師の良さを再確認する
忙しくても充実感を味わえる
働くことに本質的に意味がある

看護師に戻れなくなる危機感を意識する 看護師として働くための勘を取り戻す

成果を出すために働く期間を決める 働く期間を決め離職をする
一定の時間で成果を出すことをめざす

組織・上司・他者からの要
望・評価の認識

組織・上司の要望に応える 上司からの期待に応じるため
異動や昇格について上司の助言に従う

組織・上司からの評価を得たい 上司や組織から支援されている
上司と協同し認められたい

組織における自己価値を評価する

資格内容にふさわしい働きか評価する
今までの看護師の経験が発揮できる専門分野か吟味する
役職の有無を他者から評価される
役職に対する自分の適性を見極める
組織の一員として組織のために働きたいか考える

看護師としてのキャリア形
成への努力

実践能力を高める努力をする

看護師の経験値を積むため
看護師としての実践能力を高めるため
現場で後輩の指導をしたい
認定資格は看護師としてのモチベーションを高める

探求心を持つ

自分の疑問を明らかにしたい
勉強をする
知識を得たい
研究したい

資格取得や昇進のための努力をする

認定や教員の資格を取る
資格への興味がある
昇進で役職による強みを得る
役職や資格をとることで自分の役割を果たす
昇格のための知識や準備期間やサポート体制を整える

希望する分野の選択であるか吟味する

患者さんと向き合う看護をしたい
希望する分野で看護をする
優先したいことを尊重した選択をする
後悔しない選択をする
自分で決定し、人のせいにしない選択をする

今までの経験を活かす選択であるかを考慮する
知識や経験を実践につなげる順序性を考える
獲得したい知識内容の選択をする
看護師として自信を持ち働きたい

希望する職場で働くための
準備

離職や再就職への環境を整える

転職のための勉強や資格の準備をする
離職のための経済的な準備をする
離職や再就職のための事前の情報収集をする
離職や再就職のために家族やサポートの準備をする

働きやすい勤務状況や場所を選択する

通勤しやすい職場の選択をする
すでに働きやすさをを知っている職場を選択する
人間関係や職場の情報を活かした選択をする
家族の病気に備え、家族が入院しても安心な職場を選択する
納得できる場所で働きたい
上司や人間関係の良さで職場を選択する
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認定の活動などで〈上司や組織から支援されている〉、
〈上司と協同し認められたい〉との思いがあった。〔組
織における自己価値を評価する〕では、〈資格内容に
ふさわしい働きか評価する〉、〈役職の有無を他者から
評価される〉という組織における自己価値の評価や、
〈役職に対する自分の適性を見極める〉という自身の
管理的評価や、〈今までの看護師の経験が発揮できる
専門分野か吟味する〉、〈組織の一員として組織のため
に働きたいか考える〉という自身にとっての組織の評

価が存在した。
　このカテゴリーは組織や上司や他者からの評価を受
けることに対する認識についての語りから抽出され
た。
３）【看護師としてのキャリア形成への努力】
　このカテゴリーは〔実践能力を高める努力をする〕、
〔探求心を持つ〕、〔資格取得や昇進のための努力をす
る〕、〔希望する分野の選択であるか吟味する〕、〔今ま
での経験を活かす選択であるかを考慮する〕の5サブ

表2　中期キャリア看護師のトランジション状況（つづき）

カテゴリー サブカテゴリー コード名

変化を期待した職場の異
動・離職

異動や離職による変化を期待する 職場の異動で自己の変化を期待する
離職により職場を再評価したい

気分転換の機会とする 長期の休暇を取るいい機会になる
リフレッシュを図る

人間関係の軋轢を刷新する
人格を尊重しない人にはついていけない
医師の顔色を伺って働くのが嫌だった
職位による差別をうける

予測できない職場・家庭生
活への困惑

予想外の職場環境の変化に困惑する

病院のシステムの変更がきっかけとなった
管理基準が前施設と違い迷う
人間関係や仕事量を予測できなかった
職場の情報がなく迷う
大学病院と異なる患者層に戸惑う

想定外の家庭生活に困惑する

突然に夫が転勤となり退職した
生活環境や地域に馴染めない戸惑いがある
予想以上の経済的負担がある
家族が病気になり状況が変った
出産後の仕事の仕方に迷う

体力や気力が脅かされる懸
念

その状況からの逃避をする

バーンアウトで辞める
看護師で働く意義がわからない
継続する上で看護師としての目標がぼやけてきた
楽な道を選択する

職場環境の不満により働く意欲が減退する
組織や教育が未熟な職場への不満がある
抑圧された職場環境である
仕事内容の不満がある

疲弊し、仕事への興味関心が低下する

疲弊し体力に不安がある
継続する上で、仕事の負担が多い
働けなくなる年齢や仕事の興味喪失への不安
定時で終わらないことの疲弊がある
病気がきっかけで退職を経験した

ライフステージを考慮した
調整

家族・周囲を考えた働き方の選択する

育児を考えた仕事を選択する
周囲の意見を尊重したい
家族の支援をうけて選択する
夫の仕事を優先し、転機を選択する
収入源として働くことの選択をする

母親や女性であることの役割を優先する

子供を産むには年齢制限がある
出産や育児など他の家族に代役はできない
ライフイベントによる支障がある
既婚でも未婚でも女性としての役割がある

女性の役割に縛られない自分の時間の確保をす
る

家族との距離をとり、自分の時間の確保する
ママ友と距離をとり、自分の時間の確保する
家族中心でない時間を優先する

独身でいつづけることへの不安がある 独身で同じ仕事をしていく不安がある
予想以外の道を進んでいる不安がある
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カテゴリーよって構成された。
　〔実践能力を高める努力をする〕では、ベッドサイ
ドでの〈看護師の経験値を積むため〉、〈看護師として
の実践能力を高めるため〉にキャリアを継続し、〈現
場で後輩の指導をしたい〉と考えていた。また〈認定
資格は看護師としてのモチベーションを高める〉とし、
資格をキャリアの根幹に位置づけることも語られた。
　〔探求心を持つ〕では、〈自分の疑問を明らかにし
たい〉、〈勉強をする〉、〈知識を得たい〉、〈研究したい〉
としていた。
　〔資格取得や昇進のための努力をする〕では〈認定
や教員の資格を取る〉、〈資格への興味がある〉ことや、
資格や役職をキャリアアップと認識し〈昇進で役職に
よる強みを得る〉と資格取得や昇進をキャリアアップ
とする認識が語られた。また、〈役職や資格をとるこ
とで自分の役割を果たす〉と考え、〈昇格のための知
識や準備期間やサポート体制を整える〉ことをしてい
た。
　〔希望する分野の選択であるか吟味する〕では、〈患
者さんと向き合う看護をしたい〉、〈希望する分野で看
護をする〉と希望する分野で働くことを指向していた。
役職なく働くことで〈優先したいことを尊重した選択
をする〉、やりたい科やりたい勉強をして〈後悔しな
い選択をする〉、うまくいかなくても〈自分で決定し、
人のせいにしない選択をする〉など自己決定を重要視
する姿勢が語られた。
　〔今までの経験を活かす選択であるかを考慮する〕
では、今までの経験を重要視し〈知識や経験を実践に
つなげる順序性を考える〉ことや〈獲得したい知識内
容の選択をする〉、〈看護師として自信を持ち働きたい〉
ことが挙げられていた。
　このカテゴリーは、実践能力の向上や資格取得、役
職を含めた看護師としてのキャリア形成のための努力
についての語りから抽出された。
4）【希望する職場で働くための準備】
　このカテゴリーは〔離職や再就職への環境を整え
る〕、〔働きやすい勤務状況や場所を選択する〕の2サ
ブカテゴリーによって構成された。
　〔離職や再就職への環境を整える〕では、〈転職の
ための勉強や資格の準備をする〉や〈離職のための経
済的な準備をする〉、〈離職や再就職のための事前の情
報収集をする〉、〈離職や再就職のために家族やサポー
トの準備をする〉など働き続けるために多くの準備を
していた。

　〔働きやすい勤務状況や場所を選択する〕では、〈通
勤しやすい職場の選択をする〉や、情報収集や経験か
ら〈すでに働きやすさを知っている職場を選択する〉、
〈人間関係や職場の情報を大切にした選択をする〉、職
場選択が仕事内容以外の理由として〈家族の病気に備
え、家族が入院しても安心な職場を選択する〉や、〈納
得できる場所で働きたい〉や〈上司や人間関係の良さ
で職場を選択する〉としていていた。
　このカテゴリーは個人にとって、さらに家族にとっ
て希望する環境で働くために働きやすい職場を選択、
準備する内容の語りから抽出された。
5）【変化を期待した職場の異動・離職】
　このカテゴリーは、〔異動や離職による変化を期待
する〕、〔気分転換の機会とする〕、〔人間関係の軋轢を
刷新する〕の３サブカテゴリーによって構成された。
　〔異動や離職による変化を期待する〕では、職場が
変わるという状況を〈職場の異動で自己の変化を期待
する〉ことや、〈離職により職場を再評価したい〉と
自発的な行動として語られていた。
　〔気分転換の機会とする〕では、離職を〈長期の休
暇を取るいい機会になる〉や職場が変わることで〈リ
フレッシュを図る〉機会ととらえていた。
　〔人間関係の軋轢を刷新する〕では、〈人格を尊重
しない人にはついていけない〉、〈医師の顔色を伺って
働くのが嫌だった〉、〈職位による差別をうける〉があ
り、人間関係を含む職場の環境を変えることで変化を
期待する内容であった。
　このカテゴリーは職場の異動や離職によって変化を
期待する内容の語りから抽出された。
6）【予測できない職場・家庭生活への困惑】
　このカテゴリーは〔予想外の職場環境の変化に困惑
する〕、〔想定外の家庭生活に困惑する〕の2サブカテ
ゴリーで構成された。
　〔予想外の職場環境の変化に困惑する〕では、予想
外の環境の変化として〈病院のシステムの変更がきっ
かけとなった〉、〈管理基準が前施設と違い迷う〉、〈人
間関係や仕事量を予測できなかった〉、〈職場の情報が
なく迷う〉、〈大学病院と異なる患者層に戸惑う〉など
予想外の職場環境の変化に伴う情報不足や知識不足の
状況が語られた。
　〔想定外の家庭生活に困惑する〕では、〈突然に夫
が転勤となり退職した〉、転職先の〈生活環境や地域
に馴染めない戸惑いがある〉、スキルアップのための
進学で休職し〈予想以上の経済的負担がある〉、サポ
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ートを依頼した〈家族が病気になり状況が変った〉、
出産による体調や気持ちの変化でキャリアが滞り〈出
産後の仕事の仕方に迷う〉であった。
　このカテゴリーは職場や家庭生活において予測しな
い状況に陥り、困惑する内容の語りから抽出された。
7）【体力や気力が脅かされる懸念】
　このカテゴリーは〔その状況からの逃避をする〕、〔職
場環境の不満により働く意欲が減退する〕、〔疲弊し、
仕事への興味関心が低下する〕の３サブカテゴリーに
よって構成された。
　〔その状況からの逃避をする〕では、その状況から
抜け出し〈バーンアウトで辞める〉、目的を見失い〈看
護師で働く意義がわからない〉、〈継続する上で看護師
としての目標がぼやけてきた〉、逃避から〈楽な道を
選択する〉状況が語られた。
　〔職場環境の不満により働く意欲が減退する〕では、
転職前の職場と比較し〈組織や教育が未熟な職場への
不満がある〉、人間関係などで〈抑圧された職場環境
である〉、管理職での〈仕事内容の不満がある〉があ
った。
　〔疲弊し、仕事への興味関心が低下する〕では、加
齢に伴い〈疲弊し体力に不安がある〉、〈働けなくなる
年齢や仕事の興味喪失への不安〉、労働環境から〈継
続する上で、仕事の負担が多い〉、〈定時で終わらない
ことの疲弊がある〉、〈病気がきっかけで退職を経験し
た〉ことが語られた。
　このカテゴリーは肉体的に疲弊し体力気力が低下す
ることによる仕事への関心が薄れる内容の語りから抽
出された。
8）【ライフステージを考慮した調整】
　このカテゴリーは〔家族・周囲を考えた働き方の選
択をする〕、〔母親や女性であることの役割を優先す
る〕、〔女性の役割に縛られない自分の時間を確保す
る〕、〔独身でいつづけることへの不安がある〕の4サ
ブカテゴリーによって構成された。
　〔家族・周囲を考えた働き方の選択をする〕では〈育
児を考えた仕事を選択する〉、〈周囲の意見を尊重した
い〉、妻の立場からどうしても〈夫の仕事を優先し、
転機を選択する〉ことで自分の思い通りの行動が取れ
なかったり、キャリアが不利になるとの語りがあった。
反対に経済面を支えるために〈収入源として働くこと
の選択をする〉ことで働き続ける必要性に迫られるこ
とや、子育てや家事分担で〈家族の支援をうけて選択
する〉状況が語られていた。

　〔母親や女性であることの役割を優先する〕では、
〈子供を産むには年齢制限がある〉ことや、〈出産や育
児など他の家族に代役はできない〉こと、〈ライフイ
ベントによる支障がある〉、と感じ〈既婚でも未婚で
も女性としての役割がある〉と女性の役割を優先する
ことでキャリアを継続していく内容の語りであった。
　〔女性の役割に縛られない自分の時間を確保する〕
では、〈家族との距離をとり、自分の時間の確保する〉
や〈ママ友と距離をとり、自分の時間の確保する〉や〈家
族中心でない時間を優先する〉といった調整をしてい
て、自分の時間を作る語りであった。
　〔独身でいつづけることへの不安がある〕では、女
性のライフサイクルである結婚、妊娠、出産を経験し
ないことへの不安感や、思い描いていた女性のライフ
サイクルと現実の乖離から〈独身で同じ仕事をしてい
く不安がある〉、〈予想以外の道を進んでいる不安があ
る〉との語りであった。
　このカテゴリーはライフステージを考慮した調整を
表す内容の語りから抽出された。

3．中期キャリア看護師のトランジション状況の構造
　ここでは、Meleisのトランジション理論に基づき、
トランジション状況として抽出された8カテゴリー
を《個人》、《地域》、《社会》状況に分類し構造化し
た。さらに、《個人》状況は、トランジションのきっ
かけとなる出来事やトランジションを意味づける[意
味]、トランジションの経験に関連する[価値観と態
度]、トランジション時の[社会的経済的地位]、トラ
ンジション時における[準備性と知識]の要素に分類
し、対比した。なお分類ではMeleisetal.（2000）を
参考に《個人》状況の要素である[文化的信念と態
度]は[価値観と態度]として、《地域》状況は《コミ
ュニティ》状況、《社会》状況は、女性集団を扱って
いることから、社会的に要求される役割・社会的性差
を指す《ジェンダー》状況とした。以降、それぞれの
状況は《　》で、《個人》状況の4要素は[　]で示す。
　《個人》状況には、トランジションを意味づける
[意味]、トランジションの経験に関連する[価値観と
態度]、トランジション時の[社会的経済的地位]、ト
ランジション時における[準備性と知識]の要素とし
て、【看護師として働く魅力、意味の確認】、【組織・上司・
他者からの要望・評価の認識】、【看護師としてのキャ
リア形成への努力】、【変化を期待した職場の異動・離
職】、【体力や気力が脅かされる懸念】が該当した。
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　《コミュニティ》状況には【希望する職場で働くた
めの準備】、【予測できない職場・家庭生活への困惑】
が該当した。
　《ジェンダー》状況には【ライフステージを考慮し
た調整】が該当した。
　以上のように、トランジション状況として抽出した
カテゴリーは《個人》状況、《コミュニティ》状況、《ジ
ェンダー》状況に分類されトランジション状況を構成
していた（図2）。

Ⅵ．考察
　本研究で抽出された8カテゴリーはMeleiset
al.（2000）の理論枠組みから《個人》状況5カテゴリ
ー、《コミュニティ》状況2カテゴリー、《ジェンダー》
状況1カテゴリーに分類され、以下のような構造が考
えられた。
　《個人》状況は、【看護師として働く魅力、意味の
確認】が看護師に魅力を感じ、看護師で働くことの意
義や、看護師であり続けることを示しており、トラン

ジションを意味づける[意味]づけに該当した。【組織・
上司・他者からの要望・評価の認識】はトランジショ
ン時の[社会的経済的地位]を示すことに、【看護師と
してのキャリア形成への努力】はトランジション時に
おける看護師としてのスキルアップを図るため[準備
性や知識]を深めることに、【変化を期待した職場の異
動・離職】は離職により職場を再評価し、やめること
はマイナスではないとするトランジション経験に関連
する[価値観と態度]に、【体力や気力が脅かされる懸
念】は体力や気力といった情緒的身体的安寧が脅かさ
れる懸念を抱き、看護師であり続けるための[意味]
を問うものにそれぞれ該当した。同時に【看護師とし
て働く魅力、意味の確認】は一定の時間で成果を出す
とする[価値観と態度]に、【組織・上司・他者からの
要望・評価の認識】はトランジションの経験に関連す
る[価値観と態度]および看護師で働く[意味]づけ
に、【看護師としてのキャリア形成への努力】は[社
会的経済的地位]を高め、自分自身の看護師の価値や
[意味]を問い直し、〔希望する分野の選択であるか吟

《 》 トランジション状況の分類

【 】 トランジション状況のカテゴリー

トランジションの方向

《個人》

【看護師として働く魅力、意味の確認】

【組織・上司・他者からの要望・評価の認識】

【看護師としてのキャリア形成への努力】

【変化を期待した職場の異動・離職】

【体力や気力が脅かされる懸念】

次の状態・場・段階

《コミュニティ》

【希望する職場で働くための準備】

【予測できない職場・家庭生活への困惑】

《ジェンダー》

【ライフステージを考慮した調整】

トランジション状況：促進要因と抑制要因

ある状態・場・段階

図2　中期キャリア看護師トランジション状況概念図
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味する〕なかで自分自身の後悔しない選択をするとい
う[価値観と態度]に関与していると考えられた。【変
化を期待した職場の異動・離職】は現在の状況を変え
たいとの思いと、環境の変化によって、看護師でいる
[意味]を見つけられるという期待があると考えられ
た。
　《コミュニティ》状況は、【希望する職場で働くた
めの準備】が仕事の方法や離職に対して《コミュニテ
ィ》としての環境を整え、家族のサポートを調整する
状況を示している。その中には、すでに働きやすさを
知っている職場を選択するというトランジション時に
おける《個人》状況の[準備性や知識]が関与してい
ると考えられた。【予測できない職場・家庭生活への
困惑】は、予測できない職場や家庭生活を選択し、困
惑することであり《コミュニティ》状況に該当した。
これは、今まで培った《個人》状況としての[準備性
や知識]を活用するものであり、さらに、夫の仕事を
優先し、転機を選択するという性差にかかわる《ジェ
ンダー》状況も関与すると考えられた。
　一方《個人》状況に挙げられた【看護師としてのキ
ャリア形成への努力】は、離職や再就職のための事前
の情報収集をする中で地域の情報を集め、人間関係や
職場の情報を大切にした選択や、【体力や気力が脅か
される懸念】は、抑圧された職場環境といった《コミ
ュニティ》状況も関与していると考えられた。
　《ジェンダー》状況は〔家族・周囲を考えた働き方
の選択をする〕、〔母親や女性であることの役割を優先
する〕、〔女性の役割に縛られない自分の時間を確保す
る〕、〔独身でいつづけることへの不安がある〕が母親
や女性の性差や女性の地位に関する内容で構成されて
いた。さらにこれらの《ジェンダー》状況は、ライフ
ステージを考慮して看護師として働く[意味]を見出
す《個人》状況や周囲や家族といった《コミュニティ》
状況に関与していると考えられた。
　Meleisetal.（2000）は、トランジション経験を一
次元としてでなく、各々の独自性や複雑さ、多次元に
よって特徴づけられるとしており、本研究で明らかに
なったトランジション状況はそれぞれの状況、および
要素が関与し影響しあう構造として説明できると考え
られた。同時に中期キャリア看護師のトランジション
状況の《個人》状況、《コミュニティ》状況、《ジェン
ダー》状況は、相互的に関与し、影響しているという
多様性や複雑性が明らかになったと考える。
　また、本研究で中期キャリア看護師のトランジショ

ンの状況はポジティブな側面とネガティブな側面が存
在すると考えられた。
　【看護師として働く魅力、意味の確認】、【組織・上
司・他者からの要望・評価の認識】、【看護師としての
キャリア形成への努力】、【希望する職場で働くための
準備】、【変化を期待した職場の異動・離職】、【ライフ
ステージを考慮した調整】は働く意欲を持ち、看護師
の意味を問い、目標を見いだし、他者からの評価を受
け、自身のスキルアップを目指し、自分の意志で環境
を選択し積み上げていくポジティブなトランジション
状況として存在していると言えた。グレッグら（2003）
は臨床看護師のキャリア発達の構造モデルとしてキャ
リア発達の基礎は「職業継続の明確な意思」とし、「自
己実現の手段としての看護師という認識」をコアとす
る自己実現をさせるものと述べている。今回の研究に
おいても同様に、【看護師として働く魅力、意味の確認】
の中で看護師に対する職業継続の意思は強く語られて
おり、トランジション状況のなかで看護師としてあり
続ける明確な意味を持つことは、トランジションの促
進要因として挙げられた。
　中期キャリアの時期はキャリア発達の危機的な時期
であり、キャリアがプラトーになり、目標をなくし停
滞し始めると言われている（金井，2011）。鈴木（2014）
は一般的なキャリア研究として、キャリア中期におけ
るキャリアの第1の問題はキャリアの停滞であると述
べ、自身のキャリアが霧の中にあるようなはっきりし
ない状態であり、同時に自己意欲の薄い自身の舵取り
をする意欲のない状態であることが最も停滞する要因
となるとしている。本研究においては、〈忙しくても
充実感を味わえる〉、〈働くことに本質的に意味があ
る〉、〈看護師としての自信を持ち働きたい〉と看護師
で働く意味をとらえ、看護師で働く意味を自己実現の
手段とする認識が示されていた。従ってポジティブな
トランジション状況は、キャリアの停滞に抑制的に働
くと考えられた。また、中期キャリア看護師は【組織・
上司・他者からの要望・評価の認識】として、組織に
おける役職に対する適性の見極めや、資格に対する他
者、自己評価を行っていた。多くの看護師は役職や資
格取得だけをキャリア発達としてとらえるのではな
く、ベッドサイドでの〈看護師の経験値を積むため〉、
〈看護師としての実践能力を高めるため〉の努力をし、
実践能力を高めていることもキャリアの停滞には至ら
ない要因とも考えられた。
　一方では、【予測できない職場・家庭生活への困惑】、
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【体力や気力が脅かされる懸念】、は予想できない選択
を迫られ、体力や気力の減退の中でのネガティブなト
ランジション状況になりうる要素であると考えられ
る。中期キャリアの時期は親の介護や夫や子供の世話
など、未婚、既婚を問わず家族や周りの影響を受けや
すい。また、働く看護分野の選択や職場環境は、看護
師でいる意味づけにとって重要な影響を与える要素と
なる。どのような環境で働きたいのかを明確にし、そ
のための環境を自分自身で整えることや他者の協力を
得るために組織や制度として整備することは、看護師
のトランジション状況を促進させる要因であると考え
る。
　また、【ライフステージを考慮した調整】の〔家族・
周囲を考えた働き方の選択をする〕、〔女性の役割に縛
られない自分の時間を確保する〕、〔母親や女性である
ことの役割を優先する〕、〔独身でいつづけることへの
不安がある〕は単一のカテゴリーの中にポジティブと
ネガティブの状況が存在することが促進要因とも抑制
要因とも成り得ると推測できる。中期キャリアにある
看護職にとって【ライフステージを考慮した調整】は
役割選択を伴う個人的・社会的課題である。Meleis
etal.（2000）はトランジションの重要な特徴の一つ
として、本質的に肯定的であることを挙げている。当
事者がトランジション前後を比較し、より大きな安定
に達することで完了するとしており、役割選択時の
環境要因としても考えられる《コミュニティ》状況、
《ジェンダー》状況は、トランジションの完了にも大
きな影響があると考えられた。

Ⅶ．本研究の限界
　本研究の研究協力者は正規職員として働く病棟看護
師であることから、異なった雇用形態で働く、病棟勤
務以外の中期キャリア看護師については言及できな
い。また、調査範囲が関東圏、中部圏の調査であった
ため、地域性のキャリアに対するスティグマの状況は
解明できなかった。そのため様々な背景の中期キャリ
ア看護師のトランジションの状況について明確にする
には限界があると言える。今回の結果を踏まえ多様な
環境下で働く中期キャリア看護師について明らかにす
ることが今後の課題である。

Ⅷ．結論
　中期キャリア看護師のトランジション状況は【看護
師として働く魅力、意味の確認】、【組織・上司・他者

からの要望・評価の認識】、【看護師としてのキャリア
形成への努力】、【希望する職場で働くための準備】、【変
化を期待した職場の異動・離職】、【予測できない職場・
家庭生活への困惑】、【体力や気力が脅かされる懸念】、
【ライフステージを考慮した調整】の8カテゴリーが
抽出された。これらの抽出されたカテゴリーは、《個
人》、《コミュニティ》、《ジェンダー》の単一のトラン
ジション状況だけでなく、複数のトランジションに関
与している構造が示された。また、これらのトランジ
ション状況はポジティブとネガティブな存在として中
期キャリア看護師に関与し、次のトランジション段階
へと進むための促進要因・抑制要因とも成り得ると考
えられた。
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Research Report

Abstract

Transition Conditions in Mid-career Female Nurses Working in a Hospital

　[Objective]Mid-career,theagebetween35and45years, isconsideredacriticalperiodincareerdevelop-
ment,anditisimportanttofullyunderstandhownursingcareersdevelopatthistime.Thisstudyaimstoun-
derstandthisissuebyapplyingtheframeworkofMeleis’stransitiontheory,andfocusingonthetransitioncon-
ditionsofmid-careernursesworkinginhospitals.
　[Methods]Basedonthe“transitionconditions”ofMeleis’stransitiontheory,weconductedsemi-structured
interviewswith18mid-careerfemalenurses,aged35to45years,workinginhospitalsasfull-timeemployees,
andqualitativelyandinductivelyanalyzedthedata.Fromtheinterviews,weidentifiedcategoriesoftransition
conditions,classifiedthemintoPersonal,Community,andSocietyconditions,andstructuredthetransitioncondi-
tions.
　[Results]Weidentifiedthefollowingeightcategoriesoftransitionconditionsofmid-careernurses：“confir-
mationofpositiveaspectsandsignificanceofworkingasanurse,”“awarenessofexpectationsandevaluation
bytheorganization,superiors,andothers,”“effortstakentodevelopanursingcareer,”“preparationtoworkin
apreferableworkplace,”“shiftingorleavingworkplacesexpectingchange,”“anxietyaboutunpredictableprob-
lemsattheworkplaceandinfamilylife,”“concernsaboutthreatstophysicalandmentalstrength,”and“ad-
justmentsconsideringthelifestage.”Astructurewasfoundinwhichmultipletransitionconditions−Personal,
Community,andGender−wereinvolvedinthesecategories.
　[Conclusion]Thefindingssuggestthatthetransitionconditionsofmid-careernursesbothfacilitateandin-
hibitadvancementtothenexttransitionstage,involvingpositiveandnegativeaspectsofcareerdevelopment.

　　Keywords：Mid-careernurses,transitionconditions,careerdevelopment
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